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1． はじめに 
カオスは，決定論的方程式で記述されるにも

かかわらず，非常に複雑で不規則な振る舞いを
する予測不可能な現象である．現在カオスは
様々な分野で発見されている． 
一方，半導体レーザや光ファイバの発達によ

り，光通信ネットワークは不可欠なインフラと
して定着しつつあるので，情報の暗号化技術が
より重要になってきている．そこで，カオスが
新たな暗号通信の手段となり得るのではない
かと考え，カオスを用いた暗号化について検証
を行った． 
 

2． カオス同期 
 全く同一の 2個のカオスシステムを，同じ
パラメータに設定してそれぞれカオス発振
させる．これらのシステム間に何の関連性も
持たせていない場合，カオスの持つ初期値鋭
敏性により両システムは独立してカオスを
発生し，相関関係を持たない．しかし，両シ
ステムを結合することで関連性を持たせ，単
方向もしくは双方向に信号を与えると，両シ
ステムは相関関係を持ち，同一のカオス発振
をする．この現象をカオス同期という． 
本研究では，電気－光ハイブリット型NDFS 

を 2個用いて，電気注入によるカオス同期シス
テムを構築し，カオス同期の可能性を検証する．
そのカオス同期システムを Fig.1に示す．影響
を与える側をマスターシステム，受ける側をス
レーブシステムと呼ぶ．また，両システムに関
連 性 を 持 た せ る 信 号 を 同 期 信 号

)10(  　　 と呼ぶ．マスターシステムのレ
ーザ駆動電圧の倍をスレーブシステムに注入
し，スレーブシステムの遅延素子部の出力電圧
の )1(  倍の電圧を足し合わせた値をスレー
ブシステムのレーザ駆動電圧とする． 

 
 
 

 
Fig.1 Block diagram of chaos synchronization 

 

3． 実験結果 
Fig.2(a) はマスターシステムの出力波形，

Fig.2(b) はスレーブシステムの出力波形，そし
て Fig.2 (c)は 2つの出力波形の相関関係を示す．
このとき，2つのシステムのパラメータは一致
させておき， 5.0 である．相関図が線形に
近い形を示しており，両システムが相関を持っ
ていることが確認できる．この時，相関係数は
約 0.9となった． 

この他，同期信号と相関係数の関係や，両シ
ステムの利得と相関係数の関係を調べた． 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig.2 Result of chaos synchronization 

 
4． まとめ 
カオス同期実験を行った結果，相関係数 0.9

を確認できた．また，同期信号と相関係数，利
得と相関係数の詳細は発表に譲る． 
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